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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から入射端面に入射された照射光を、内視鏡の先端部に固定した出射端面から出射
するライトガイド（１）を備えるとともに、先端部と湾曲部と軟性部とから挿入部を構成
し、湾曲部先端から先端部を取り外し可能とし、この挿入部に操作部を取り外し可能に取
り付けた内視鏡装置において、
　複数本のライトガイド（１）が挿入部を挿通し、該ライトガイド（１）が合流部（１Ａ
）で一つにまとまって光源へ延びるとともに、
　湾曲部に先端が固定されたアングルワイヤ（２ａ、２ｂ）の基端（２２ａ、２２ｂ）よ
りも先端部側に、ライトガイド（１）の合流部（１Ａ）を設け、
　ライトガイド（１）の合流部（１Ａ）とアングルワイヤの基端（２２ａ、２２ｂ）とが
操作部内に位置し、
　前記挿入部から先端部を取り外し、湾曲部先端から先端部を取り外してライトガイド（
１）をアングルワイヤ（２ａ、２ｂ）に絡まることなく先端側に引き抜くようにしたこと
を特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数本のライトガイドが挿入部を挿通する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　患者の体腔内、例えば消化管内や血管内を撮影する内視鏡装置として、光源から入射端
面に入射された照射光を内視鏡先端部に固定した出射端面から出射するライトガイドを備
えるものが知られている。前記内視鏡装置では、ライトガイドで照射した撮像対象を撮影
することができる。
　そして従来技術の内視鏡装置によれば、複数本のライトガイドを挿入部に挿通させると
ともに、該ライトガイドの各出射端面から出射する照射光の光量をそれぞれ調節して撮影
対象を照射することによって、該撮影対象を撮像素子で撮影したときに、全体的に安定し
たコントラストの画像を取得していた（例えば、特許文献１を参照）。
　また、光源から入射される照射光の光量を大きくし、出射端面から照射される照射光の
光量を大きくする場合、大口径のライトガイドを挿入部に挿通させるよりも、複数本のラ
イトガイドを挿入部に挿通させたほうが、挿入部内での配置自由度が向上し、挿入部の径
小化を図ることができる。
【特許文献１】特開平１１－２９０２６８号公報（図１）
【０００３】
　図６を参照して従来技術による内視鏡装置を説明する。
　図６は、内視鏡の先端部に出射端面が固定されたライトガイドと、湾曲部に先端面が固
定されている２本のアングルワイヤとを示し、内視鏡の挿入部内に内蔵されるその他の部
材（例えば、ＣＣＤからなる撮像素子など）については、図略してある。
　図６に示す内視鏡装置１００は、光源から入射端面に入射された照射光を、内視鏡の先
端部に固定された出射端面から出射するライトガイド１０１を備え、挿入部を挿通する複
数本のライトガイド１０１の各出射端面が先端部に配置されるとともに、複数本のライト
ガイド１０１が合流部１０１Ａで一つにまとめられ、光源へ向かって延びている。
　また図６に示す内視鏡装置１００は、内視鏡の湾曲部に固定されたアングルパイプ１０
３に案内され、湾曲部先端から操作部に向かって延びる２本のアングルワイヤ１０２ａ，
１０２ｂを備える。このアングルワイヤ１０２ａ，１０２ｂは、軟性部及び湾曲部を挿通
し、先端面１２１ａ，１２１ｂが湾曲部先端に固定されるとともに、基端面１２２ａ，１
２２ｂがプーリ１０４に巻き回されているワイヤ１０２ｃ，１０２ｄの各端面に接続され
ている。そして、湾曲部左先端に先端面１２１ａが固定されたアングルワイヤ１０２ａ、
若しくは湾曲部右先端に先端面１２１ｂが固定されたアングルワイヤ１０２ｂの何れか一
方が、操作部に固定されているプーリ１０４の回動によって牽引されることによって、湾
曲部が左側若しくは右側に湾曲する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数本のライトガイドが挿入部を挿通する内視鏡装置では、各出射端面から出射される
照射光の光量を調整したり、挿入部内におけるライトガイドの配設自由度を向上させて挿
入部を細くしたりすることができる。
　しかしながら、前記内視鏡装置では、挿入部を挿通する複数本のライトガイドが合流部
で一つにまとめられて光源へ向かって延びているため、挿入部内に内蔵される部材を修理
するために内視鏡装置を解体するとき、先端部に固定されているライトガイドが、先端部
以外の部分に固定された長物部材、例えば、湾曲部に固定されているアングルワイヤに対
して絡まってしまう虞があった。
　例えば、挿入部を挿通するライトガイドを修理するために内視鏡装置を解体し、湾曲部
先端に装着されている先端部を取り外してライトガイドを取り出す際、複数本のライトガ
イドが一つにまとまった合流部が、湾曲部に固定されているアングルワイヤの基端面から
２本のアングルワイヤの間に入り込むと、アングルワイヤとライトガイドとが絡まってし
まい、ライトガイドを先端側に引き抜くことができない。
　また例えば、ライトガイドとアングルワイヤとが絡まっていると、内視鏡装置を解体し
て湾曲部先端から先端部を取り外すときに、先端部に固定されているライトガイドが無理
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に引っ張られて破損する虞があった。
【０００５】
　この発明は、内視鏡装置を修理するために解体するとき、先端部以外の部分に固定され
た長物部材に対して、出射端面が先端部に固定されたライトガイドが絡まるのを防止した
内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するため、この発明は、光源から入射端面に入射された照射光を、内
視鏡の先端部に固定した出射端面から出射するライトガイドを備えるとともに、先端部と
湾曲部と軟性部とから挿入部を構成し、湾曲部先端から先端部を取り外し可能とし、この
挿入部に操作部を取り外し可能に取り付けた内視鏡装置において、複数本のライトガイド
が挿入部を挿通し、該ライトガイドが合流部で一つにまとまって光源へ延びるとともに、
湾曲部に先端が固定されたアングルワイヤの基端よりも先端部側に、ライトガイドの合流
部を設け、ライトガイドの合流部とアングルワイヤの基端とが操作部内に位置し、前記挿
入部から先端部を取り外し、湾曲部先端から先端部を取り外してライトガイドをアングル
ワイヤに絡まることなく先端側に引き抜くようにしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、光源から入射端面に入射された照射光を、内視鏡の先端部に固定し
た出射端面から出射するライトガイドを備えるとともに、先端部と湾曲部と軟性部とから
挿入部を構成し、湾曲部先端から先端部を取り外し可能とし、この挿入部に操作部を取り
外し可能に取り付けた内視鏡装置において、複数本のライトガイドが挿入部を挿通し、該
ライトガイドが合流部で一つにまとまって光源へ延びるとともに、湾曲部に先端が固定さ
れたアングルワイヤの基端よりも先端部側に、ライトガイドの合流部を設け、ライトガイ
ドの合流部とアングルワイヤの基端とが操作部内に位置し、前記挿入部から先端部を取り
外し、湾曲部先端から先端部を取り外してライトガイドをアングルワイヤに絡まることな
く先端側に引き抜くようにしたので、内視鏡装置を解体して、湾曲部先端に装着されてい
る先端部を取り外す際に、前記先端部に出射端面が固定されているライトガイドの合流部
が、湾曲部に固定されているアングルワイヤの基端から、２本のアングルワイヤの間に入
り込むことがなく、前記アングルワイヤとライトガイドとが絡まる虞がない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下にこの発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
　なお、この発明において「合流部」とは、複数本のライトガイドが挿入部を挿通する内
視鏡装置において、光源に向かって延びる複数本のライトガイドが一つにまとめられる部
分をいうと定義する。また「収束部」とは、先端部に向かって延びる複数本のライトガイ
ドが一つにまとめられる部分をいうと定義する。
【０００９】
　以下に説明する実施形態では、先端部以外の部分に固定された長物部材として、湾曲部
に固定される２本のアングルワイヤ２ａ，２ｂを例示する。
　また図１乃至図５において、内視鏡の先端部に出射端面が固定されたライトガイド１と
、湾曲部に先端２１ａ，２１ｂが固定される２本のアングルワイヤ２ａ，２ｂとを示し、
挿入部内に内蔵されているその他の部材（例えば、ＣＣＤなどの撮像素子）については、
図略してある。
【００１０】
　図１を参照して、この発明の第１実施例による内視鏡装置１０を説明する。
　図１は、光源から入射端面に入射された照射光を、内視鏡の先端部に固定した出射端面
から出射するライトガイド１を備える内視鏡装置１０において、先端部と湾曲部と軟性部
とからなる挿入部を２本のライトガイドが挿通し、該ライトガイド１の各出射端面１１，
１２が先端部に配置されるとともに、挿入部を挿通する２本のライトガイド１が合流部１
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Ａで一つにまとめられ、光源へ向かって延びている。なお、図１に示す実施例では、２本
のライトガイド１が挿入部を挿通しているが、それ以上のライトガイドを挿通させてもよ
い。
【００１１】
　また図１に示す内視鏡装置１０は、内視鏡の湾曲部に固定されたアングルパイプ３に案
内され、湾曲部先端から操作部に向かって延びる２本のアングルワイヤ２ａ，２ｂを備え
る。このアングルワイヤ２ａ，２ｂは、軟性部及び湾曲部を挿通し、先端２１ａ，２１ｂ
が湾曲部先端に固定されるとともに、基端２２ａ，２２ｂがプーリ４に巻き回されている
ワイヤ２ｃ，２ｄの各端面に接続されている。
　そして、湾曲部左先端に先端が固定されたアングルワイヤ２ａ、若しくは湾曲部右先端
に先端が固定されたアングルワイヤ２ｂの何れか一方が、操作部に固定されているプーリ
４の回動によって牽引されることによって、湾曲部が左側若しくは右側に湾曲する。
【００１２】
　この実施例は、複数本のライトガイドが挿入部を挿通する内視鏡装置１０において、挿
入部を挿通する複数本のライトガイド１の各出射端面がそれぞれ先端部に固定されるとと
もに、複数本のライトガイド１が、アングルワイヤ２ａ，２ｂの基端２２ａ，２２ｂより
も先端部側に設けた合流部１Ａで一つにまとめられ、光源へ向かって延びている。
　湾曲部に固定されたアングルワイヤの基端２２ａ，２２ｂよりも先端部側に合流部１Ａ
を設けることによって、内視鏡装置を解体するときに、先端部に固定されたライトガイド
１がアングルワイヤ２ａ，２ｂに対して絡まる虞がない。
【００１３】
　続いて、複数本のライトガイドが挿入部を挿通する内視鏡装置を解体した状態を、図２
及び図３を参照して説明する。
【００１４】
　内視鏡の挿入部内に内蔵される長物部材が破損等した場合、内視鏡装置を解体し、破損
した部材を取り出して修理する必要がある。
　内視鏡装置を解体する場合、先ず、先端部と湾曲部と軟性部とからなる挿入部から操作
部を取り外し、次に、湾曲部先端から先端部を取り外す。
　特に、ライトガイドを交換する場合は、湾曲部先端から先端部を取り外した後、ライト
ガイドを先端側に引き抜く。
【００１５】
　図２は、ライトガイド１の合流部１Ａが、アングルワイヤの基端２２ａ，２２ｂよりも
先端部側（出射端面側）に設けられた内視鏡装置１０を解体した状態を説明する図である
。
　図３は、ライトガイド１０１の合流部１０１Ａが、アングルワイヤの基端１２２ａ，１
２２ｂよりも光源側（入射端面側）に設けられた内視鏡装置１００を解体した状態を説明
する図である。
【００１６】
　図２（ａ）及び図３（ａ）は、先端部と湾曲部と軟性部とからなる挿入部から操作部を
取り外した状態を示す図である。
　操作部と挿入部とを離すとき、操作部に固定されたプーリ４に巻き回したワイヤ２ｃ，
２ｄの各端面に接続したアングルワイヤ２ａ，２ｂを、基端２２ａ，２２ｂで切り離し、
湾曲部先端に先端２１ａ，２１ｂが固定されたアングルワイヤ２ａ，２ｂを、挿入部とと
もに取り出す。また出射端面が先端部に固定されているライトガイド１も、挿入部ととも
に取り出す。
【００１７】
　図２（ｂ）及び図３（ｂ）は、湾曲部先端に装着されている先端部を取り外し、該先端
部に固定されているライトガイド１とともに引き抜いた状態を示す図である。
　図２（ｂ）に示すように、ライトガイドの合流部１Ａがアングルワイヤの基端よりも先
端部側（出射端面側）に設けられた内視鏡装置では、湾曲部先端から先端部を取り外した
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ときに、ライトガイドの合流点１Ａが２本のアングルワイヤ２ａ，２ｂの間に入り込んで
、ライトガイド１とアングルワイヤ２ａ，２ｂとが絡まることはない。
【００１８】
　一方、図３（ｂ）に示すように、ライトガイドの合流部１０１Ａがアングルワイヤの基
端１２２ａ，１２２ｂよりも光源側（入射端面側）に設けられた従来技術の内視鏡装置で
は（図６を参照）、湾曲部先端から先端部を取り外したときに、ライトガイドの合流点１
０１Ａが２本のアングルワイヤ２ａ，２ｂの間に入り込む虞があり、ライトガイド１０１
とアングルワイヤ１０２ａ，１０２ｂとが絡まる虞がある。
【００１９】
　すなわち第１実施例の内視鏡装置１０は、複数本のライトガイド１が挿入部を挿通して
いるため、各出射端面から出射される照射光の光量を調整したり、挿入部内におけるライ
トガイドの配設自由度を向上させて挿入部を径小化することができるとともに、ライトガ
イドの合流部１Ａがアングルワイヤの基端２２ａ，２２ｂよりも先端部側に設けられてい
るため、内視鏡装置を解体するときにライトガイドとアングルワイヤとが絡まらず、湾曲
部先端から先端部を取り外すときに、先端部に固定されているライトガイドが無理に引っ
張られて破損する虞や、アングルワイヤと絡まったライトガイドが引き抜けないなどの虞
がない。
【００２０】
　次に、この発明の第２実施例による内視鏡装置について図４を参照して説明する。
　この実施例では、第１実施例と同様に、光源から入射端面に入射された照射光を、内視
鏡の先端部に固定した出射端面から出射するライトガイド１を備える内視鏡装置１０´に
おいて、先端部と湾曲部と軟性部とからなる挿入部を複数本のライトガイドが挿通し、該
ライトガイド１が合流部１Ａで一つにまとめられ、光源へ向かって延びている。
　そしてこの実施例では、挿入部を挿通する複数本のライトガイド１の各出射端面が収束
部１Ｂで一つにまとめられ、この一つにまとめられた出射端面１３が先端部に固定されて
いる。
　また、挿入部を挿通する複数本のライトガイド１は、アングルワイヤ２ａ，２ｂの基端
２２ａ，２２ｂよりも先端部側に設けた合流部１Ａで一つにまとめられ、光源へ向かって
延びている。
【００２１】
　なお、収束部１Ｂで一つにまとめられた出射端面１３を先端部に固定した内視鏡装置１
０´において、図５に示すように、先端部に設けたプリズム５によって、一つの出射端面
１３から出射される照射光を２つ以上に分光させてもよい。
【００２２】
　図４に示す内視鏡装置１０´も、湾曲部に固定されたアングルワイヤの基端２２ａ，２
２ｂよりも先端部側に設けた合流部１Ａによって、挿入部を挿通する複数本のライトガイ
ドが一つにまとめられて光源へ向かって延びているため、内視鏡装置を解体するときに、
先端部に固定されたライトガイド１がアングルワイヤ２ａ，２ｂに対して絡まる虞がない
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】この発明の第１実施例による内視鏡装置を示す図である。
【図２】図１に示す内視鏡装置を解体したときの説明図である。
【図３】図６に示す内視鏡装置を解体したときの説明図である。
【図４】この発明の第２実施例による内視鏡装置を示す図である。
【図５】先端部の他の例を示す図である。
【図６】従来技術による内視鏡装置を示す図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　ライトガイド
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　１１，１２，１３　　出射端面
　１Ａ　合流部
　１Ｂ　収束部
　２ａ，２ｂ　　アングルワイヤ
　２１ａ，２１ｂ　　先端
　２２ａ，２２ｂ　　基端
　３　　アングルパイプ
　４　　プーリ
　５　　プリズム
　１０，１０´　　内視鏡装置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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